
 

 

小
矢
部
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
国
会
議
員
に

よ
る
１０
回
目
を
数
え
る
ふ
る
さ
と
ト
ー
ク

が
今
年
も
興
法
寺
の
南
部
公
民
館
で
、
８
月

１５
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
国

会
議
員
は
、
日
本
共
産
党
の
笠
井
亮
氏
、
自

由
民
主
党
の
馳
浩
氏
と
山
田
俊
男
氏
、
日

本
維
新
の
会
の
柴
田
巧
氏
の
４
人
。 

 

先
日
行
わ
れ
た
参
院
選
の
結
果
を
ど
う

見
る
か
、
憲
法
改
正
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
への
有

志
連
合
派
遣
、
日
韓
問
題
、
少
子
化
問
題
、

豚
コ
レ
ラ
、
地
方
交
付
税
等
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
約
80
名
の
市
民
の
前
で
、
熱
く
語
ら
れ

た
２
時
間
半
で
し
た
。
笠
井
亮
氏
の
発
言
を

中
心
に
紹
介
し
ま
す
（文
責
編
集
部
）。 

  

 

笠
井 

亮
： 

安
倍
首
相
は
、
憲
法
を
変
え
る
と
い
っ
て
戦
い
勝
利
し
た
と

い
っ
て
い
る
が
、
改
憲
勢
力
は
2/3
を
割
り
、
自
民
党
は
９
議
席
減
ら
し
て
単
独

過
半
数
を
割
る
結
果
と
な
り
、
改
憲
策
動
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
。
こ
れ

に
は
、
暮
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
よ
う
に
野
党
は
32
の
１
人
区
で
統
一
し
て
戦

い
、
改
選
２
議
席
か
ら
10
議
席
へと
大
き
く
伸
ば
し
た
こ
と
が
大
き
な
力
と

な
っ
た
。
又
共
産
党
は
、
消
費
税
10
％
を
中
止
す
る
こ
と
や
、
暮
ら
し
の
問
題
で
、
３
つ

の
提
案
を
示
し
、
８
時
間
働
け
ば
普
通
に
生
き
ら
れ
る
雇
用
の
問
題
や
お
金
の
心
配
な
く

学
べ
る
教
育
の
問
題
、
社
会
保
障
の
問
題
等
の
財
源
案
を
示
し
て
論
戦
を
リ
ー
ド
し
た
。 

 

 

  

山
田 

俊
男: 

９
条
に
自
衛
隊
を
書
き
込
む
こ
と
は
、
今
の
状
況
で
は
反
対
。 

 

馳 

浩: 

憲
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
与
野
党
の
合
意
を
条
件
に
し
て
進
め
て
き
た

が
、
今
後
も
こ
の
点
は
大
切
に
し
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。
又
、
参
議
院
で
2/3
を
得
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
事
も
配
慮
す
べ
き
だ
。 

 

柴
田 

巧: 

憲
法
審
査
会
が
開
店
休
業
状
態
は
い
か
が
な
も
の
か
。
憲
法
改
正
が

自
民
党
の
結
党
の
精
神
な
ら
、
も
っ
と
堂
々
と
や
る
べ
き
だ
。
一
方
で
教
育
の
無
償
化

等
が
優
先
で
、
９
条
は
優
先
度
が
低
い
。 

 

笠
井 

亮: 

山
田
議
員
が
反
対
と
言
う
な
ら
、
政
治
生
命
を
か
け
て
体
を
張
っ
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
憲
法
審

査
会
は
、
憲
法
改
正
を
す
る

為
の
委
員
会
だ
。
９
条
に
自

衛
隊
を
明
記
し
て
、
今
は

「憲
法
の
制
約
」で
で
き
な
い

海
外
で
の
無
制
限
の
武
力
行

使
を
可
能
に
し
、
米
軍
に
自

衛
官
の
命
を
さ
さ
げ
る
「血

の
同
盟
」が
狙
い
だ
。 
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柴
田 

巧: 

自
国
の
船
を
守
る
の
は
当
た
り
前
。
そ

の
為
の
法
が
無
い
の
が
問
題
。 

 

笠
井 

亮: 

米
国
は
50
数
か
国
に
声
掛
け
し
た
が
、

参
加
国
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
ず
イ
ラ
ン
の
核
合
意
か
ら

米
国
が
離
脱
し
た
が
、
戻
る
よ
う
に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に

言
う
べ
き
だ
。
又
、
石
油
依
存
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
も
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
切
り
替
え
て
い
く
べ
き
だ
。 

 

山
田 

俊
男: 

笠
井
さ
ん
の
方
向
で
良
い
と
思
う
。 

 

馳 

浩: 

イ
ラ
ク
戦
争
で
の
教
訓
で
も
あ
る
が
、
ま

ず
国
連
軍
を
考
え
る
べ
き
だ
。
海
賊
は
イ
ラ
ン
軍
な
の
か

ど
う
か
も
含
め
、
キ
チ
ン
と
情
報
を
集
め
る
事
が
大
切
。 

 

 

笠
井 

亮: 

先
日
対
馬
に
行
っ
て
来
た
が
、

韓
国
か
ら
の
来
訪
者
は
１
割
に
激
減
し
た
と
い

う
。
（「し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」日
曜
版
の
２
面
記
事

を
紹
介
し
な
が
ら
）安
倍
首
相
発
言
か
ら
、
輸
出
規
制

が
「徴
用
工
」問
題
の
報
復
措
置
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
り
政
経
分
離
に
違
反
し
て
い
る
。
「徴
用
工
」問
題

は
、
日
韓
請
求
権
協
定
で
「個
人
の
請
求
権
を
消
滅
し
て

い
な
い
」と
両
国
政
府
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
一
致
点
を
大

切
に
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
。 

 

山
田 

俊
男: 

我
が
国
は
戦
前
か
ら
の
韓
国
への
暴

政
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。
「徴
用
工
」や
「慰
安
婦
」問
題

は
、
こ
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
。 

 

馳 

浩: 

政
経
一
致
さ
せ
て
き
た
の
は
、
韓
国
側
で

あ
る
。
し
か
し
、
安
倍
首
相
や
菅
官
房
長
官
の
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
発
言
は
良
く
な
い
。 

 

柴
田 

巧: 

安
倍
政
権
の
対
韓
国
政
策
を
支
持
す

る
。 

 

笠
井 

亮: 

小
矢
部
市
は
第
7
次
総
合

計
画
等
で
定
住
政
策
を
す
る
等
の
努
力
を
さ

れ
て
い
る
。
同
時
に
、
少
子
化
対
策
白
書
が
発

表
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
子
供
を
持
た
な
い

理
由
に
「お
金
が
か
か
り
過
ぎ
る
」い
う
事
だ
っ

た
。
子
育
て
が
出
来
る
ル
ー
ル
や
賃
金
の
環
境

が
必
要
だ
。 

 

  

山
田 

俊
男: 

海
外
か
ら
の
肉
が
原
因
だ
。
ワ
ク
チ

ン
は
非
清
浄
国
か
ら
の
豚
肉
輸
入
解
禁
圧
力
が
高
ま
る

事
や
風
評
被
害
の
恐
れ
が
あ
り
、
消
毒
防
除
を
徹
底
す

る
こ
と
だ
。 

 

笠
井 

亮: 

養
豚
場
の
対
策
や
野
生
イ
ノ
シ
シ
の
対

策
等
知
恵
を
出
し
合
っ
て
行
く
こ
と
が
大
切
。 

  

笠
井
亮
氏
に
①
「最
賃
を
上
げ
る
た
め
に
中
小
企
業

支
援
の
７
千
億
円
は
現
実
的
か
？
」 

②
「党
名
を
変
え

て
は
ど
う
か
」 

 

笠
井 

亮: 

① 

「暮
ら
し
に
希
望
を
」の
提
案
は
消

費
税
に
頼
ら
な
い
財
源
を
具
体
的
示
し
て
い
る
。
大
企

業
優
遇
税
制
を
正
し
て
4
兆
円
、
富
裕
層
の
１
億
円
を

ピ
ー
ク
に
所
得
税
負
担
が
軽
く
な
る
の
を
是
正
し
３
．
１

兆
円
。
そ
れ
に
米
軍
への
思
い
や
り
予
算
４
千
億
円
の
削

減
で
計
７
．
５
兆
円
の
財
源
策
が
可
能
で
あ
る
。 

② 

共
産
党
と
言
え
ば
中
国
や
旧
ソ
連
を
連
想
す
る

人
が
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
国
こ
そ
共
産
党
と
名
乗
る
の
は

間
違
っ
て
い
る
。
共
産
党
と
言
う
名
前
に
は
、
新
し
い
社

会
を
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
意
見
に
は
、
日
本
共
産
党
への
期
待
の
声
と
受
止

め
、
感
謝
し
て
い
る
。 

   

現
在
の
地
方
交
付
税
制
度
で
は
財
政
が
窮
屈
な
の

で
、
改
善
を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
た
。 

 

笠
井 

亮: 

憲
法
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
（地
方
自

治
の
本
旨
）を
実
施
す
る
に
は
、
ど
う
財
源
を
確
保
す
る

か
が
問
わ
れ
る
。
国
会
で
も
こ
の
点
を
詰
め
て
い
き
た
い
。 

 

 


